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Abstract

Inourresearch,Datafroml981PopulationCensusofSriLankawereretabulatedby

eachhouseholdunitfOrBambalapitiyaandHavelockTbwn,3,848householdsintotal,to

showbasicstatisticsandcharacteristicsofthehouseholdcomposition. 1)Theproportionof

theextendfamilyhouseholdisashighas42.6%. 2)Thefemale-headedhouseholdsmostly

(81.9%)consistofthewidowedmotherwithchildrenandotherextendedfamilymembers.

3)Theaverageageoffemalehouseholdheadsishigherthanthatofmale， 4)Burgersseem

tohavehigherproportionofverticallyextendedfamilyhouseholdswhileMoorsandMalays

horizontallyextended. 5)Theaveragehouseholdsizeisaslargeas8.24fOrvertically

extendedfamilyhouseholds. Itis5.31asawhole,whichislargerbylpersontllanthatfrom

anexampleofavillageinKurunegalla. 6)TheproportionofindMdualsby伽nilytypeand

thatbyrelationtotheheadfOrlOyearagegroupmaypardyindicateindMdualsshifting

amonghouseholdsofdifferentfamilytype、 7)Cohabitationofchildrenover20yearSofage

isobservedmoreoftenamongoneparentnuclearfamilyhouseholds(over60%) .
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1 はじめに

スリランカの人口センサスは1881年から実施されている全数調査であり、すべての統計調

査の基礎となる重要な調査である。実施年によって若干の調査項目の違いはあるが、人口調

査からスリランカの人口の静態的および動態的な情報を得ることが可能となり、スリランカ

における人口研究の重要な資料として用いられてきた。

スリランカの人口センサスが人口に関する重要な情報を提供する一方で、松下（1999）で

指摘されているように、その報告書には世帯に関する集計結果は記載されていない。世帯主
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3）

本研究は平成13年度関西大学学術研究助成基金（奨励研究）によって行った。
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との続柄に関する調査項目があるにもかかわらず、世帯構成の詳細を識別するには不十分で

あり、世帯の家族構成に関する関心は低かったものと考えられる。継続的な都市人口の増加

や出生率の低下を経験したスリランカにおいて、世帯構造の変化があったと予想することは

容易である。しかしながら、スリランカにおける世帯構造に関する研究はほとんど進んでい

ない。

松下（1999）は1981年の人口センサスのデータを利用し、 クルネガラ県にある一行政村の

世帯構成の特徴を明らかにしている。さらに松下（2000）は1988年にガンパハ県農村で実施

された悉皆調査をもとに1997年に人口と世帯構成の変動に関する追跡調査を行い、核家族化

の事例を紹介している。本論の目的はスリランカ都市部であるコロンボ県コロンボ市の世帯

構成の特徴を明らかにすることであり、都市人口の特徴をより明確にすることを試みる。

2 データの集計

2－1 データ

本論で利用したデータは1981年に実施された人口センサス(CensusofPopulationand

Housing)である。この調査は1881年以降ほぼ10年毎に実施されており、 1981年のそれは12

回目にあたる。 1981年の調査項目は人口と住居に区分され、人口に関する項目は以下の通り

である。個人の住居地に関する情報は、 1）県、 2）郡、 3）選挙区、 4）地域区分（都市・農

村・エステート)、 5）行政市町村、 6）地区（町・村・エステート)、 7）調査区番号、 8）住

居ユニット番号の8項目である。個人に関する情報は、 1）住居ユニット内世帯番号、 2）調

査区内個人番号、 3）世帯主との続柄、 4）性別、 5）宗教、 6）民族、 7）国籍、 8）身体障

害、 9）年齢、 10）配偶関係、 11）就学状況、 12）最終学歴、 13）識字、 14）就業状況、 15）

求職状況、 16）求職期間、 17）求職しない理由、 18）主な職業、 19）従事する産業、 20)従

業上の地位、 21）通勤・通学時間、 22）通勤・通学手段、 23）出生地、 24）常住地、 25）常

住期間、 26）転居前の居住地の26項目である4)。

本論では個人調査項目の1）から10） までを主に利用した。分析対象地はコロンボ県コロ

ンボ市にあるBambalapitiyaとHavelockTownの2つの町である。人口センサスの集計では

コロンボ市の人口は58万7,647人であり、BambalapitiyaとHavelockTownの人口はそれぞれ

12,310人、 11,718人であり両町の人口はコロンボ市全体の4％を占める。データの再集計に

あたり、世帯の識別を行った。世帯は建物を単位としたユニットを基本単位とみなしている

が、ユニット内に独立した世帯が複数存在している場合はそれぞれに新しい世帯番号を付与

4）調査票には氏名を記入する項目があり、実際の調査項目は27項目ある。しかし入力データには氏名が

記載されていないので、 26項目とする。
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し独立世帯として識別した。またスリランカの人口センサスは現住人口主義(defacto)に

基づいて行われているので、常住者であっても不在であるケースが少なくなく、訪問者など

の常住者以外の人も含まれている。そのため1世帯内に世帯主および配偶者の両者が不在の

場合はその世帯全員を集計対象データから除外し、世帯主との続柄が訪問者やその他となっ

ている場合はその個人を除外した。さらにデータの入力ミスと思われるケースに関しては筆

者に可能な範囲で修正を加え、修正が不可能な世帯は集計対象データから除外した5)。

このような筆者による個々のケースを再確認する作業の結果、本論において利用したデー

タは、Bambalapitiyaでは10,283人、Havelock'Ibwnでは10,169人の計20,452人であり、セン

サス人口の85％にあたる。世帯数はそれぞれ1,896戸、 1,958戸であり、本論で利用した総世

帯数は3,848戸である。

2－2世帯類型の分類

世帯の特徴を明らかにするために、世帯の構造を4類型および9類型に区分する。世帯類

型は個人調査項目の世帯主との続柄から推測、識別する必要がある。続柄はデータ集計時に

除外した訪問者、その他を除くと1）世帯主、 2）配偶者、 3）同居子、 4）親族、 5）非親族

に分けられている。世帯の核をなす世帯主、配偶者および同居子以外の親族関係の分類コー

ドは親族のみのため、正確な世帯構成を知りうることは不可能であるが、次のような条件に

したがって世帯を分類することを試みた。

世帯類型（カッコ内は世帯類型番号を示す）は大きく単身世帯（10)、夫婦世帯（20)、親

子世帯（30)、拡大家族世帯（40）にわけられ6)、 さらにこれを完全単身世帯（11)、その他

の単身世帯（12)、夫婦世帯（20)、親子世帯（31)、母子世帯（32)、父子世帯（33)、縦拡

大家族世帯（41)、横拡大家族世帯（42)、その他の拡大家族世帯（43）に細分化する。世帯

の分類は表1に示す続柄の構成にしたがって行われるが、非親族者は完全単身世帯を除く8

類型で存在していることになる。単身世帯とは世帯主のみの世帯であるが、非親族の同居状

態により完全単身世帯（11） とその他の単身世帯（12）に区分している。夫婦世帯は世帯主

5）修正可能なケースとは例えば個人番号が連続しており、世帯主と同居子の間にあり、世帯主との続柄

が同居子となっているが、性別、年齢、配偶関係から世帯主の配偶者であると思われるケースはその続

柄を配偶者に修正するなど、個人番号の連続性、性別、年齢、配偶関係から容易に修正が可能な場合を

いう。修正不可能なケースとは、世帯主と配偶者が同性である場合、配偶関係にある世帯主と配偶者の

配偶関係が異なっている場合（年齢や民族など他の調査項目からも不自然と思われる場合)、配偶者が

複数いる場合、親子間の年齢差が、 10歳未満である場合（世帯主と配偶者の年齢差がある場合を除く）、

親子間で民族や宗教が異なっている場合など多様である。

6）本論では核家族世帯を夫婦世帯と親子世帯（配偶者と同居しない子）に区分して集計している。
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と配偶者のみの世帯であり、親子世帯は世帯主、配偶者および同居子によって構成される世

帯を表している。母子世帯および父子世帯は世帯主または配偶者を欠く世帯であるが、調査

の性質上死別や離別等の理由による片親世帯だけでなく、調査時に不在であったことによる

片親世帯も含まれる。

表1 世帯類型の分類区分

拡大家族世帯はすべての続柄によって構成されており、世帯主の核家族と親族が同一世帯

に居住している世帯のことである。その他の拡大家族世帯とは、親族は同居するが同居子の

いない世帯である。それ以外の拡大家族世帯を3世代以上の直系家族世帯（本論では縦拡大

家族世帯)と傍系家族世帯(本論では横拡大家族世帯)に区分することを試みているが、 1981

年人口センサスから各世帯の正確な分類を行うことは不可能である。しかし、縦拡大家族世

帯は図1に示す続柄パターンが予想されるので、 1）世帯主と最年少の親族の年齢差が50歳

以上である、 または2）最年長の親族と世帯主の年齢差が25歳以上である、 という2つの条

件のどちらかを満たす世帯を縦拡大家族世帯、それ以外を横拡大家族世帯とみなしている。

①第1世代が世帯主の場合 ②第2世代が世帯主の場合

i←』T' ',"'T@
5，歳以上 3T" -←'T'
＆－－－－÷4 3

縦拡大家族世帯の続柄パターン（図内の数字は続柄のコード番号）図1

その結果、 3,848世帯の家族類型別分布は図2のように示される。最も高い割合を示して
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世帯類型

(4区分）
世帯類型

(9区分）
備考

10 単身世帯
11

12

完全単身世帯

その他の単身世帯

世帯員1人

世帯主と非親族からなる世帯

20 夫婦世帯 世帯主と配偶者からなる世帯

30 親子世帯

31

32

33

親子世帯

母子世帯

父子世帯

世帯主、配偶者および同居子からなる世帯

女子世帯主または世帯主不在の配偶者と同居子か

らなる世帯

配偶者のいない男子世帯主と同居子からなる世帯

40 拡大家族世帯

41

42

43

縦拡大家族世帯

横拡大家族世帯

その他の拡大家族世帯

①世帯主と親族最年少者との年齢差が50歳以上
②親族最年長者と世帯主の年齢差が25歳以上

①、②以外で同居子がいる世帯

同居子はいないが親族が同居する世帯
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いるのは親子世帯の29.0％であるが、 3つの拡大家族世帯の合計は42.6％となり、核家族世

帯の割合が高い農村部の結果（松下： 1999, p.140) と比較すると拡大家族世帯が多い。特

に横およびその他の拡大家族世帯はそれぞれ18.1％、 12.6％であり、都市部の住宅事情が世

帯の独立を妨げ、拡大家族世帯を構成するものと思われる。

マレーその他
l.6%5.9%

詮
叩

4.()9

婦世伶

3.2％
8％

八厘'雨

(横）
3.1％

インデ

タ

l.

世希

従）
4％

9.0％
●ンア

ラ

2.0％ 7.1％ 4.4％

図2世帯の家族類型別分布N=3,848 図3 世帯主の民族別分布N=3,848

都市部ではさまざまな民族が居住しており、人口センサスによると1）低地シンハラ、 2）

キヤンデイアン・シンハラ、 3）スリランカ・タミル、 4）インディアン・タミル、 5）ムー

ア、 6）バーガー、 7）マレー、 8）その他の8つの民族に分けることができる。図3は世帯

主の民族別分布を示している7)。低地シンハラ、スリランカ・タミルの割合が高く、全体の

70％をこれらの民族が占めている。このように都市部では民族の異なる人々が居住している

ため、世帯に関する分析を試みる際には民族による世帯構成の特徴についても言及する必要

がある。

7）スリランカでは民族と宗教とは密接な関係にあり、補表は世帯主の民族と宗教についてのクロス集計

結果を示している。補表から、主として、シンハラ人は仏教、タミル人はヒンドゥ教、ムーアおよびマ

レーはイスラム教、バーガーはカソリックまたはキリスト教を信仰していることが確認される。

補表民族別宗教別世帯主の割合
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仏教 ヒンドゥ ムスリムカソリックキリスト教その他 合計

低地シンハラ

キャンディアン・シンハラ

スリランカ・タミル

インディアン・タミル

ムーア

バーガー

マレー

その他

全世帯

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

100.00

0．47

1．18

0．39

2．99

0．00

2．60

0.00

13.60

1．33

9．64

5.92

15.67

7．46

0.88

45.45

5.00

21.05

12.03

14.69

13.61

16.35

5．97

1.10

49.35

3.33

14.91

14.55

0．35

1．18

0．69

5.97

96.03

0.65

88.33

25.88

14.73

0．29

1.78

65.62

77.61

1．77

0．65

3.33

20.18

20.35

74.56

76.33

1．28

0．00

0．22

1．30

0.00

4.39

37.01
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3 世帯主の特徴

3－1 世帯主の性別と民族

世帯主とは本来は各世帯の世帯主を意味するが、本論において世帯の識別の際に、世帯主

が不在であってもその配偶者がいる場合は1世帯として分類しており、その配偶者を世帯主

としている。世帯総数3,848戸のうち女子世帯主世帯は855戸（22.2％）ある。女子世帯主世

帯のうち109戸が世帯主不在のためにその配偶者が世帯主として扱われており、その割合は

女子世帯主世帯の12.7％、全世帯の2.8％を占める。

図4に示すように性別による家族類型の分布を比較してみると、男子世帯主世帯の36.7％

が親子世帯、 40.0%が拡大家族世帯であるのに対し、女子世帯主世帯では32.2%が母子世帯

であり、 49.7％が拡大家族世帯である。女子世帯主世帯における母子世帯の割合が高いこと

に対し、男子世帯主世帯に占める父子世帯の割合は最も低い2.6％と対照的な結果を示す。

口完全単身世帯 口親子世帯圃縦拡大家族世帯

鰯その他の単身世帯鰯母子世帯浬横拡大家族世帯

吻夫婦世帯 園父子世帯Ⅲその他の拡大家族世帯

100%0 20 40 60 80

図4世帯主の男女別にみた世帯類型の分布

世帯類型別に女子世帯主割合についてみると、夫婦世帯および親子世帯においてはその割

合はともに1.7％で、夫と同居している世帯では女子が世帯主になる割合は非常に低い。他

方、その他の単身世帯、縦拡大家族世帯、その他の拡大家族世帯はそれぞれ26.7％、 30.3％、

27.0%と四分の一以上の世帯が女子世帯主世帯である。

図5に示された民族別の4区分世帯類型の分布によると、バーガーとマレーについて拡大

家族世帯の割合が50％を超えているのに対し、キャンディアン・シンハラとその他の民族は

34.3％、 29.4％とそれ以外の民族と比べて低い割合を示している。親子世帯はバーガーの

27.9％を除くと各民族とも全体の平均となる38.0％と同水準にある。単身世帯と夫婦世帯に

ついてみると、その割合は比較的小さいが民族による差がみられる。キャンディアン・シン
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ハラとインディアン・タミルについては単身世帯が他の民族に比べて高くなっており、その

他の民族については単身世帯と夫婦世帯の割合が高くなっていることが特徴的である。

口単身世帯鰯夫婦世帯圀親子世帯口拡大家族世帯
％

100民族

低地シンハラN=1702

キャンデイアン･シンハラN=169

スリランカ・タミルN=1015

インディアン･タミルN=67

ムーアN=453

バーガーN=154

マレーN=60

その他N=228

20 40 60 800

図5世帯主の民族別にみた世帯類型の分布

3－2世帯主の配偶関係

スリランカの人口センサスにおいて配偶関係は、 1）未婚、 2）有配偶（登録婚)、 3）有配

偶（慣習婚)、 4）死別、 5）離別、 6）法定別居に分類される。男女別に世帯主の配偶関係の

割合を4区分家族類型別にみると、女子世帯主世帯における死別の割合の非常に高いことが

わかる。

図6に示すように、夫婦世帯と親子世帯は世帯類型の性質上、男女ともに有配偶であり、

世帯主の配偶関係の男女差は他の3つの類型にみることができる。まず、単身世帯について

みると、男子単身世帯は未婚の49.6％と有配偶の45.7％で構成されているのに対し、女子単

身世帯では死別が35.6％を占め高い割合を示している。単身世帯は、調査の性格上、夫婦世

帯において夫または配偶者が調査時に一時的に不在である場合を含むが、男子単身世帯は未

婚または配偶者の出稼ぎや不在により、女子単身世帯は未婚、夫の出稼ぎや不在に加えて死

別により形成されている。

親子世帯についてみると、先にみたように男子世帯主世帯は親子世帯、女子世帯主世帯は

母子世帯であるといえる。男子世帯主は98.5％が有配偶であるのに対し、女子世帯主は

55.7％の有配偶と40.5%の死別により構成されており、母子世帯の半数が夫の不在によるも

のである。これは未婚を除く女子単身世帯と同じ構造を示している。最後に拡大家族世帯に

ついてみると、親子世帯と同様に78.5％の男子世帯主が有配偶である。女子世帯主は有配偶

率が低く36.9％で、死別の割合が50.8％と高い割合を示している。拡大家族世帯において男

子世帯主が死亡する場合、おもにその配偶者が世帯主になるものと考えられる。また、夫と
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死別した場合には親族を世帯に受け入れて拡大家族世帯に推移しやすく、夫が不在の場合に

は夫を欠く単身世帯や母子世帯に推移すると考えられる。

厄茉瑁~霊~宥配属r壹爾画看配属碩雪丁冒ｱ…蚕悪1国％
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図6世帯類型別男女別にみた世帯主の配偶関係の分布

3－3 世帯主の年齢

世帯主の配偶関係から、女子世帯主世帯は男子世帯主世帯に比べて多くの割合が夫の不在

や死別によって成立している。この結果から世帯主の年齢は男子世帯主世帯に比べて女子世

帯主世帯の方が高いものと予想される。図7は世帯主の年齢別の世帯数を男女別に示してお

り、表2は世帯類型別の世帯主の平均年齢と標準偏差を示している。図7をみると、男女と

もに最も世帯数が多い年齢は50-54歳でそれぞれ445戸、 111戸であった。しかし、男子世帯

主世帯で300世帯を超える年齢層が35-59歳であるのに対し、女子世帯主世帯で80世帯を超え

る年齢層は40-69歳と男子世帯主世帯に比べて女子の世帯主年齢の高いことがわかる。表2

の男女別の平均年齢をみると男子世帯主世帯全体の平均年齢が49.3歳であるのに対し、女子

世帯主世帯のそれは54.5歳と5歳上回っている。世帯類型別にみると、両単身世帯、その他

の拡大家族世帯において男女差が9歳以上あり、それらの類型において夫の不在または死別

によって女子が世帯主となることの影響が大きい。男子世帯主世帯についてみると、世帯主

の平均年齢は両単身世帯、親子世帯、横およびその他の拡大家族世帯、父子世帯、夫婦世

帯、縦拡大家族世帯の順に増加しており、単身から2世代の世帯に拡大し、その後夫婦世帯

または3世代の世帯に推移する世帯の変遷が反映されている。女子世帯主世帯についてみる

と、世帯数の少ない夫婦世帯、親子世帯を除くすべての世帯分類について女子世帯主の平均

年齢が50歳以上となっているが、その他の単身世帯、その他の拡大家族世帯が57歳台、縦拡

大家族世帯が60.3歳と、高齢化によって直系の家族と同居できない場合は親族または非親族

と同居することを選択している。男女ともに縦拡大家族世帯の平均年齢が最も高く、 この世
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帯類型において年長者の多くが世帯主であることを反映している。

185
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表2世帯類型別世帯主の平均年齢と標準偏差

図8に示すように民族別の世帯主の年齢分布についてみると、バーガー以外の民族では半

数の世帯主の年齢が40-59歳である。60歳以上の世帯主割合に比べて40歳未満の割合が高

かったのはキャンディアン・シンハラ、インディアン・タミル、マレーとその他の民族で、

それぞれ32.5％、 26.9％、 30.0％、 36.0％であった。マレーを除く民族別の世帯類型におい

て、単身世帯や夫婦世帯などの家族規模の小さい世帯の割合が高いことと世帯主の年齢が低

いこととは関連があるものと予想される。これに対し、マレーは拡大家族世帯の割合がすべ

ての民族のなかでも最も高い53.3％を示しており、単身世帯と夫婦世帯を合わせても8.3％と

極めてく低く、それ以外の民族とは異なる傾向をもつことがわかる。
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□39歳以下蕊40～59歳z60歳以上
％
帥１民族
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図8民族別にみた世帯主の年齢分布

4世帯員の特徴

4－1 世帯類型別人口分布

次に、全人口を対象に帰属する世帯類型別の人口分布についてみよう。表3は9区分世帯

類型別の人口とその割合および平均世帯員数を示している。人口割合が最も高い類型は世帯

の割合の場合と同様に親子世帯(29.1％)であるが、拡大家族世帯は合計で53.7％を占め、人

口の半数以上が拡大家族に帰属している。平均世帯員数についてみると、全体では5.31人と

農村部の4.28人(松下： 1999, p.141)の例と比較すると都市部の世帯規模の方が1人大きい結

果となった。世帯類型別にみると、単身世帯から拡大家族世帯へと続柄の構成が拡大するほ

ど世帯規模が大きくなっている。特に3世代世帯を示す縦拡大家族世帯の規模は8.24人と大

きい。

表3世帯類型別人口割合と平均世帯員数

次に、図9，図10に示された男女年齢別・帰属する世帯類型別人口の割合についてみよ

う。まず図9の男子についてみると、 0-9歳では親子世帯と拡大家族世帯に帰属している
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が、年齢が上昇するにしたがって単身世帯割合が増加し始め、 40-59歳になると、親子世帯

の割合が増加し、 60歳以上になると拡大家族世帯と夫婦世帯の割合が増えている。拡大家族

世帯はすべての年齢において最も高い割合を示し40-49歳の44.1％から80歳以上の63.6％の間

を推移している。この図からも各個人が加齢するにしたがって世帯類型間を推移する様子が

示される。

単身世帯圃夫・ ・帯吻親子世帯 拡大家疾世帯％
帥１

80

60

40

20

0

年齢 】 &

）図9

％
帥１

80

60

40

20

0

年齢

N=12491N=20041N=2068IN=1422IN=1179IN=10401N=713IN=340IN=108

0～9 1 10～19120～29130～39140～49150～59160～69170～791 80~

年

図10の女子についてみると、そのほとんどが親子世帯と拡大家族世帯に帰属しているが、

50歳を超えるとその割合は小さいが単身世帯と夫婦世帯の割合が増加している。拡大家族世

帯はすべての年齢においてほぼ二分の一以上を占めているが、特に60歳を超えるとその割合

は増加し始め、 80歳以上では79.6％がこれに帰属している。男女ともに高齢期において拡大

家族世帯に帰属する傾向をもつことがわかる。しかし、農村部の結果（松下： 1999, p､142）
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と比較するとその割合は小さく、それとともに単身生活者の割合の大きいことが都市部の特

徴といえる。

図11は、民族別に人口の年齢分布を示している。バーガー以外の民族は40歳未満人口が全

体の65-73％を占め、 60歳以上の高齢人口は7-12%の間を占めている。バーガーは他の民族

とは異なる特徴をもち、 60歳以上の高齢人口の割合が29.5％と最も高く、高齢化が進んでい

る。先にみたようにバーガーの世帯主年齢が特に高いのはこのためである。

19歳以下図2 歳吻4～59歳□60歳以上
％
帥１民族

低地シンハラN=9127

キヤンディアン･シンハラN=1084

スリランカ・タミルN=5462

インディアン･タミルN=391

ムーアN=2677

バーガーN=533

マレーN=322

その他N=856

0 20 40 60 80

図11 民族別にみた人口の年齢分布

図12および図13は、男女年齢別にみた世帯主との続柄別の人口割合を示している。図12の

男子についてみると、 20歳までは60%以上、 20歳代でも39.9%が同居子として世帯に帰属し

ているが、 30歳以上になると世帯主の割合が最も高い。 70-79歳では世帯主の割合が最も高

い68.3％であったが、 80歳以上になると、世帯主が51.9％にまで減少し、親族の割合がそれ

ぞれ15.7％から33.8％まで増加している。この結果は、 この年齢期に世帯主の世代交代が生
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口世帯主蝿配偶者吻同居子口親族剛非親族％

100

〃

Ｍ
一
昔
帝

■
■
■
■
■
嚇
罐た

〃
勿
捌
麹
”
棚
鰯
獅
２
－
に

腓
別
別

“
９
齢 帯年

〃

判
へ

■
■
■
■
■
判

図

80

60

40

20

0

年齢 914()～49 9 160～69 〕～79

主との続柄別の人口分布（女子）

じていることを示している。

図13の女子についてみると、男子の場合に年齢の上昇に伴い同居子から世帯主に独立して

いくことと同様に、同居子から配偶者として独立していく様子がみられる。 30-59歳までは

配偶者の割合が45％を超えているが、 60歳を超えると世帯主と親族の割合が増加しており、

男子とは異なる傾向がみられる。60歳以上で世帯主となる割合は26-27％で変化していない

が、親族の割合は60-69歳の24.1％から70-79歳の41.8％、 80歳以上の53.7%と年齢の上昇に

伴い大きく増加している。夫と死別後に自らが世帯主となる女子が四分の一を占める一方

で、多くの女子は子供や親族の世帯に身を寄せていることが示されている。

図14に示された民族別の世帯主との続柄についてみよう。まず、キャンデイアン・シンハ

ラとインディアン・タミルは非親族の割合が他の民族に比べて非常に高く、それぞれ

40.8％、 37.3％を占めている。その一方で、同居子および親族の割合が他の民族に比べて低

い。単身でコロンボに移動し、召使やメイドのような住み込みの仕事に従事したり、親族で

はない世帯に身を寄せたりしているものと思われる。他方で、図5に示されるように単身世

帯の割合も高い。親族の割合が高いのはムーア、バーガー、マレーであり、中でもムーアと

マレーは同居子の割合が高い。これは年齢分布において両民族における20歳未満の人口割合

が最も高いことから、出生力が高いことと親族を含めた横拡大家族世帯が多いことが予想さ

れる。バーガーとその他の民族は、世帯主の割合が他の民族に比べて約10ポイント高く、

バーガーは同居子と親族の割合が4.3ポイントしか差がなく、その他の民族では同居子が

33.4％と高い。バーガーの人口高齢化が進んでいることから縦拡大家族世帯の多いことが予

想され、その他の民族は核家族世帯を中心とする規模の小さい世帯の多いことがわかる。低

地シンハラとスリランカ・タミルの続柄別の人口構成はよく類似している。
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図14民族別にみた世帯主との続柄別の人口分布

4－2 同居子の特徴

世帯主との続柄において同居子が30歳まで高い割合を占めていることがわかった。そこ

で、世帯類型と同居子の年齢についてさらに詳しくみよう。同居子がいる世帯類型は親子世

帯、母子世帯、父子世帯と縦、横の拡大家族世帯の5類型である。同居子のいる世帯数は

2,605戸あり、全世帯の67.7％にあたる。各世帯で20歳以上の同居子がいる世帯とすべての同

居子が20歳未満である世帯とを区分する。さらに、配偶者について同居、不在、離死別等の

同居状態により区分すると、図15に示されているように各世帯類型における同居子と配偶者

の同居状態を6つの類型で表すことができる。親子世帯は配偶者が同居しているので、同居

子の年齢区分による割合のみが示されている。親子世帯においては20歳未満の同居子をもつ

世帯の割合が63.0％と高い割合を示しているが、農村の例ではその割合が83.1％を占める例

(松下： 1999, p.141) と比較すると、都市部においては成人子の親世帯からの独立が遅く

匡畷蕊窪悪顯翻醗慕％
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図15世帯類型別にみた同居子の年齢と配偶者の同居状態
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なっている。

次に母子世帯と父子世帯を比較してみると、配偶者が同居していないことの理由の差はあ

るが、 20歳以上の同居子をもつ世帯の割合がともに60%を超えており、片親世帯において子

供が独立せずに同居し続けていることがわかる。最後に2つの拡大家族世帯についてみる

と、縦拡大家族世帯において20歳以上の同居子の割合が高く、 76.2％を占めている。これは

先にみたように、親が高齢化しても世帯主を続ける一方で、縦拡大家族世帯における同居子

は第2世代にあたり、すでに有配偶の状態にあり、 さらに子供をもっているため、同居子の

年齢が比較的高くなっている。横拡大家族世帯において同居子が20歳未満かつ夫婦の同居す

る世帯の割合が42.6％と高いが、それでも同居子の年齢が20歳未満の世帯は全体の約半数を

占めるにとどまる。

3 おわりに

本論では、 1981年に実施された人口センサスのデータを利用し、 コロンボ市における世帯

構成の特徴を明らかにすることを試みた。世帯類型の分類に関して問題点を残しているもの

の、データを再集計することにより世帯に関する情報を得ることが可能であることを示し

た。農村部との比較、性別、年齢別、 または民族別による比較により、世帯構造の特徴を明

らかにするだけでなく、都市部の居住環境や人口動態、 ライフサイクルでみた世帯構造の変

容を推測させる結果を示した。

コロンボ市内の2つの町においては、拡大家族世帯の割合が高く、半数の人口がこの世帯

に帰属している。女子世帯主世帯は母子世帯が多く、女子世帯主世帯が成立する理由の多く

は死別によるものであった。このため女子世帯主世帯は男子世帯主世帯に比べ平均世帯主年

齢が高い。全体の世帯主年齢の平均は単身世帯を除いて50歳前後と比較的高かった。これは

同居子の独立が比較的遅いことと、拡大家族世帯における世代交代が遅いためである。

世帯員に関して目を向けると、加齢に伴い拡大家族世帯に帰属する割合が高くなる一方

で、単身または夫婦世帯の割合も他の年齢層に比べ高くなり、分化する傾向がみられた。母

子または父子世帯において成人している同居子の割合が高く、片親の世帯においては子供の

独立が遅れている。

民族別にみると、キャンディアン・シンハラとインディアン・タミルは非親族として世帯

に帰属する人口の割合が高く、独立した世帯を形成する場合は単身世帯や核家族となる割合

が比較的高い。これに対し、世帯主年齢が比較的若いムーアやマレーは横拡大家族世帯とな

る傾向にある。縦拡大家族世帯の割合が高いバーガーは人口の高齢化が進んでいる。 60歳以

上の世帯主の割合が少ないその他の民族は、拡大家族世帯の割合が少なく、単身世帯、夫婦

77



関西大学『経済論集』第52巻第2号（2002年9月）192

世帯の割合が他の民族に比較して高いことが特徴的であった。

このように世帯、世帯主および世帯員の特徴をさまざまな比較によって明らかにすると同

時に、世帯構造に関する研究における課題も浮き彫りにした。年齢別の人口の推移について

みると若年層の人口が明らかに少なくなっている。このような出生力の低下あるいは居住環

境の制限が同居子の動向に与える影響、 さらに都市への流入人口が世帯構造に与える影響な

ど、スリランカの人口動態や都市環境を考慮した検討がさらに必要となるであろう。
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